
マクロ及びミクロ経済学

問題 I． 解答のポイント（図は省略）

1. IS∗ − LM∗ 曲線

(1) ケインジアンの交差図は「Y −支出」平面上で 45度線と計画支出
が交差する図．純輸出曲線の増減によって計画支出曲線が上下に

シフトし，均衡の Y が 45度線との交点で決まる。純輸出曲線は
NX − e平面上の右上がりの曲線．即ち為替レートが上がる（自

国通貨安になる）と増加する．従って，eが上昇するとケインジア

ンの交差図で計画支出曲線が上方にシフトし，45度線との交点で
決まる均衡の Y が増加する．IS∗曲線は Y − e平面上で右上がり

の曲線になる．

(2) マンデル=フレミング・モデルでは，LM∗曲線は eに依存しない

ので垂直である．この時の Y は Y − r平面上の右上がりの曲線で

ある LM 曲線で世界利子率 r∗ のときの Y である．

2. 拡張的な財政政策は，ケインジアンの交差図で（例えば Gを増加させ

ることで）計画支出曲線を上方にシフトさせるので，eが変化しなくて

も Y は増加する．従って，IS∗ 曲線を外側へシフトさせる．このとき
閉鎖経済では貨幣需要が増え利子率は上昇するが，資本移動が自由な解

放経済下では海外からの資金が流入し（小国なので世界利子率には影

響せずに），利子率は元の世界利子率の水準にとどまる．従って LM∗

曲線は変化せず，IS∗ 曲線が外側にシフトしても均衡の Y は変化しな

い．また，資金の流入は為替レートの低下（自国通貨高）を通じて純輸

出を減らし，財政政策の効果を相殺することになる．

3. 中央銀行によるマネーサプライの増大は，LM 曲線を外側へシフトさ

せる．このとき閉鎖経済では貨幣需要が増え利子率が低下することに

よって景気が拡大すするが，資本移動が自由な解放経済下では，利子率

の低下圧力は資金の海外流出を招き，利子率は元の世界利子率の水準

にとどまる．従って LM 曲線を外側へシフトは LM∗ 曲線の外側への
シフトとなり，均衡の Y は増加する．また，資金の流出は為替レート

の上昇（自国通貨安）を通じて純輸出を増やすことになる．

問題 II．
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問題 II． １．契約曲線上では限界代替率が等しくなることから,

MRSA =
2

3

yA
xA

=
1

3

yB
xB

= MRSB

xB = 200− xA

yB = 100− yA

これらを代入すると契約曲線は

yB =
200xB

200 + xB

で表される．

２．下図参照．

３．Ａさんがｘ財６０個とｙ財４０個保有するの契約曲線上に無い, 或いは
Aの効用が初期値より低いので, 均衡としてありえない.
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統計学・解答例

問題 I．

１．f(x) ≥ 0 は明らか．
∫ ∞

0
f(t)dt =

∫ ∞

0
t exp

(
− t2

2

)
dt =

[
− exp

(
− t2

2

)]∞
0

= 1.

２．x < 0 で F (x) = 0．x ≥ 0について

F (x) =
∫ x

0
f(t)dt =

∫ ∞

0
t exp

(
− t2

2

)
dt =

[
− exp

(
− t2

2

)]x

0
= 1 − exp

(
−x2

2

)
.

グラフの概形は省略．

３．(1) 標準正規分布の２次モーメントが 1であることを用いて，

E(X) =
∫ ∞

0
tf(t)dt =

∫ ∞

0
t2 exp

(
− t2

2

)
dt =

√
2π
2

∫ ∞

−∞
t2

1√
2π

exp
(
− t2

2

)
dt =

√
π

2
.

最頻値は密度関数を最大にする位置である．下記の増減表から，Mo(X) = 1.

x 0 · · · 1 · · · ∞
f ′ + 0 −
f 0 ↗ 極大 ↘ 0

f ′(x) = (1 − x2) exp
(
−x2

2

)

モードは F (x) =
1
2
を満たす．1

2
= exp

(
−x2

2

)
より x2 = 2 log 2，すなわち，Me(X) =

√
2 log 2.

(2) 1 < 2 log 2(= 1.3862) <
π

2
なので，Mo(X) < Me(X) < E(X).

４． f(x)
1 − F (x)

= x.

５．(1) y < 0 で F (y) = 0．y ≥ 0について

F (y) = P
(X2

2
≤ y

)
= P (X ≤ √

2y) = F (
√

2y) = 1 − exp(−y).

(2) 指数分布．



1. E[X] = E[ 1m
∑m

i=1 Xi] =
1
m

∑m
i=1 E[Xi] =

1
m

∑m
i=1 μ1 = μ1.

2.

E[U2] = E

[
1

m− 1

m∑
i=1

(Xi −X)2

]
=

1

m− 1
E

[
m∑
i=1

{(Xi − μ1)− (X − μ1)}2
]

=
1

m− 1

[
m∑
i=1

E[(Xi − μ1)
2]−mE[(X − μ1)

2]

]
=

1

m− 1
(mσ2

1 − σ2
1) = σ2

1 .

3. [
(m− 1)U2/χ2

m−1(0.005), (m− 1)U2/χ2
m−1(0.995)

]
.

4. U2/V 2 > Fm−1,n−1(0.025) U2/V 2 < Fm−1,n−1(0.975) , H

.

5. σ̂ =
√{(m− 1)U2 + (n− 1)V 2}/(m+ n− 2) ,

[
X − Y − σ̂tm+n−2(0.025)

√
1

m
+

1

n
, X − Y + σ̂tm+n−2(0.025)

√
1

m
+

1

n

]

.
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問題 III．

１．(1) データの大きさを n，被説明変数を Y，説明変数をX，誤差項を U とするとき，単回帰モデル

は Yi = a + bXi + Ui (i = 1, . . . , n)で定義される．ここに，係数 a, bは切片，傾きである．

標準的仮定は

(i) Xi, i = 1, . . . , nは固定された値をとる，(ii) 誤差項は平均ゼロ; E[Ui] = 0 (i = 1, . . . , n)，

(iii) 誤差項の分散は均一; V [Ui] = σ2 (i = 1, . . . , n)，(iv) 誤差項は無相関; Cov(Ui, Uj) = 0 (i �= j)．

(2) 最小２乗法とは，係数 a, bを J(a, b) =
∑n

i=1(Yi − a − bXi)2を最小にするよう決める方法のこと．

正規方程式は ∂J(a, b)
∂a

=
∂J(a, b)

∂b
= 0 すなわち

n∑
i=1

(−2)(Yi − a − bXi) = 0,
n∑

i=1

(−2)Xi(Yi − a − bXi) = 0

２．(1) 前問を行列で書けば
(

n
∑n

i=1 Xi∑n
i=1 Xi

∑n
i=1 X2

i

) (
a

b

)
=

( ∑n
i=1 Yi∑n
i=1 XiYi

)
これから

(
5 15

15 55

) (
a

b

)
=

(
20
65

)

=⇒
(

a

b

)
=

(
5 15

15 55

)−1 (
20
65

)
=

1
50

(
55 −15

−15 5

)−1 (
20
65

)
=

(
2.5
0.5

)

回帰直線の式は Y = 2.5 + 0.5X .

(2)総平方和は TSS =
∑5

i=1(Yi − Y )2 = 90 − 202/5 = 10，

回帰平方和は ESS = 0.52 ∑5
i=1(Xi − X)2 = 0.52(55 − 152/5) = 2.5，

残差平方和は RSS = TSS − ESS = 7.5，

決定係数は R2 = ESS/TSS = 0.25

(3) 誤差分散 σ2の不偏推定値 RSS/(n − 2)は s2 = 2.5，

傾きに対する標準誤差
√

s2∑n
i=1(Xi − X)2

は se =

√
2.5

55 − 152/5
= 0.5

(4) 2.5 + 0.5 ∗ 6 = 5.5








